




Examination of contents of study for nursing subjects 
at junior college of Yogo teacher training 
－From our student’s questionnaire survey － 
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 年齢は 18 歳～29 歳の範囲で平均 19.7 歳であった。
19 歳～20 歳が 94％を占めていた。 
 看護系科目は対象者全員が履修しているが、1 年生
は養護、臨床実習は未実習である。また、2 年生 16 名









と看護学 32/33 名（96.9％）、救急処置 33 名（100％）、
赤十字救急法講習会 31/33 名（93.92％）で満足度は
高い。しかし、全体平均では「まあまあ満足している」
と回答した者が 15.3 名（45％）を占めていた。（図１） 
3．興味・印象に残っている科目  
















項目 区分 人数 ％
学年 1年生 17 51.5
2年生 16 48.5




養護実習 小学校 1 6.3
（2年生） 中学校 1 6.3
高等学校 14 87.4



























図２ 印象に残っている科目 1年生 2年生
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看護学は 33 名中 29 名が回答し、65 記録単位に分
割できた。問いの答えになっていない 1 記録単位を除
く、64 記録単位を分析した。64 記録単位は 3 コアカ
テゴリー、13 カテゴリーと 20 サブカテゴリーに分類
した。（表 2） 
救急処置は 33 名中 30 名が回答し、58 記録単位に 
分割できた。問いの答えになっていない 2 記録単位を
除く、56 記録単位を分析した。56 記録単位は 2 コア
カテゴリー、7 カテゴリーと 12 サブカテゴリーに分
類した。（表 3）。 
以下の文中において、コアカテゴリー【 】サブカ 








































7 等の 6 カテゴリーに分類した。サブカテゴリーは〈皮
膚創傷の管理〉13/17（76.5％）を占めていた。記録単
位が多いのはケガの手当て方法だった。さらに、ケガ











 『実践的な学習法』の 1 カテゴリー、〈実践的な学


















が 8/17 名（47.1%）いた。1 年生は、養護・臨床実習
が未経験で実感がないこと、または資格取得や学習す
ること自体に関心がないのではないかと推察した。  
臨床実習は 1 年生後期の 2 月後半から始まり、養護













































洗浄・消毒・滅菌の適切な選択（１） 消毒の仕方（使用器具） 0 1
環境調整技術（３） ベッドメーキング（３） ベッドメーキング（３） 1 2
移動・移送（２） 車いすの使い方（２） 0 2





創傷管理技術（１） 包帯法（１） 包帯の巻き方 0 1









































コミュニケーション技術（３） コミュニケーション（３） 1 2
資料 
 
































系統系アセスメント（１） バイタルサインなどの実習に必要 1 0





















































































































習する機会を設けてほしい   
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